
ま
た
あ
の
夏
の
猛
暑
が
や
っ

て
き
ま
す
！
温
暖
化
は
何
と

か
な
ら
な
い
か
！
電
気
代
は

上
が
る
！
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
で
少
し
マ
シ
な
暮
ら

し
に
変
え
た
い
!!
太
陽
光
発

電
の
利
用
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？

と
考
え
る
人
の
参
考
に
す
べ

き
事
項
は
以
下
の
諸
点
で
す
。

１

屋
根
の
状
態
な
ど
設

置
す
る
上
で
の
制
約
―

信
頼
で
き
る
業
者
に
相

談
・
点
検

２

ど
の
く
ら
い
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
れ
ば

よ
い
か

３

パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
の

選
択
は
ど
う
す
る
？

４

蓄
電
池
設
置
は
必
要

か
？

５

補
助
金
の
活
用
は
？

―
我
孫
子
市
は
太
陽
光
パ

ネ
ル
と
蓄
電
池
に
補
助
金

が
あ
る

６

経
済
性
は
？
設
置

し
て
何
年
で
費
用
回
収
で

き
る
？

自
前
の
資
金
で
設
置
す
る

の
も
結
構
で
す
が
、
「
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
す
め
る
我

孫
子
の
会
」
の
屋
根
貸
し
・

自
己
資
金
ゼ
ロ
の
市
民
発
電

所
は
別
形
態
の
設
置
方
法
な

の
で
問
い
合
わ
せ
を
し
て
下

さ
い
。
左
記
QR
コ
ー
ド
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

我
孫
子
の
会
は
、
革
新
懇

会
員
も
多
く
参
加
す
る
会
で
、

も
と
も
と
岩
井
市
会
議
員
や

革
新
懇
が
中
心
で
活
動
し
て

き
た
グ
ル
ー
プ
と
、
内
田
市

会
議
員
が
中
心
で
活
動
す
る

グ
ル
ー
プ
が
合
同
し
て
、
市

役
所
も
巻
き
込
ん
で
、
３
・

11
を
契
機
に
設
立
し
た
団
体

で
す
。

我
孫
子
市

で
使
用
し
、

市
外
に
出
て

い
く
総
エ
ネ

ル
ギ
ー
費
用
は
２
３
０
億
円

も
あ
り
、
こ
れ
を
地
域
内
で

循
環
す
る
た
め
に
、
ま
た
地

球
温
暖
化
防
止
、
脱
原
発
の

た
め
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
を
目
指
し
て
設
立
さ

れ
た
団
体
で
す
。

市
民
出
資
や
融
資
で
費
用

を
集
め
て
、
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
を
希
望
す
る
施
設

や
個
人
に
、

安
価
で
電

力
を
供
給

す
る
活
動

を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
内
の
４
つ
の
福

祉
施
設
の
屋
根
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
し
て
、
電
力
を

供
給
し
て
お
り
、
さ
ら
に
２

か
所
が
準
備
中
で
す
。

設
置
後
は
、
15
年
間
電
力

供
給
を
受
け
て
、
東
電
よ
り

も
安
価
な
電
気
代
を
支
払
う

と
、
設
備
は
無
償
で
自
分
の

も
の
に
な
り
ま
す
。
条
件
は

屋
根
を
無
償
で
貸
す
こ
と
、

15
年
間
（
近
く
）
電
気
を
使

い
続
け
る
こ
と
で
す
。
期
間

中
の
修
理
は
無
償
で
す
。

い
っ
ぽ
う
寄
付
や
出
資
資

金
の
提
供
も
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
そ
こ
が
市
民
発
電
所

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。

市
民
が
自
発
的
に
参
加
し
、

自
分
や
地
域
の
た
め
に
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
活

動
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
や
り

ま
し
ょ
う
!!

（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
す
す

め
る
我
孫
子
の
会

佐
々
木
）
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♪
屋
根
よ
り
高
い
鯉
の
ぼ
り
♪
大

き
い
真
鯉
は
お
父
さ
ん
♪
小
さ
い
緋

鯉
は
子
ど
も
た
ち
♪
面
白
そ
う
に
泳

い
で
る
▼
童
謡
「
こ
い
の
ぼ
り
」
鯉

の
ぼ
り
は
江
戸
時
代
に
武
家
で
始
ま
っ

た
端
午
の
節
句
に
、
男
児
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
家
の
庭
先
に
飾
る

の
ぼ
り
で
す
が
、
最
近
は
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
集
合
住
宅
の
増
加
で
屋
根
よ

り
高
い
所
に
飾
る
こ
と
は
難
し
く
、

室
内
に
飾
る
小
型
の
鯉
の
ぼ
り
「
鯉

飾
り
」
が
増
え
て
ま
す
▼
歌
詞
に
よ
っ

て
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
逆
行
す
る

様
に
も
思
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
さ
て

お
い
て
▼
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
作
詞

し
た
近
藤
宮
子
は
日
本
の
唱
歌
作
詞

家
。
父
は
高
等
師
範
学
校
教
授
を
務

め
る
国
文
学
者
、
母
は
高
等
女
学
校

の
音
楽
教
師
。
宮
子
の
生
き
方
は
両

親
の
影
響
が
大
き
い
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
▼
宮
子
の
代
表
作
「
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
」
最
後
の
一
節
♪
ど
の
花
み
て
も

き
れ
い
だ
な
♪
当
時
満
州
事
変
が
勃

発
、
日
本
が
暗
い
時
代
に
突
入
し
て

い
く
中
で
「
赤
も
白
も
黄
色
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
美
し
さ
、
良
さ
が
あ
る
、

何
事
に
も
い
い
も
の
も
が
あ
り
、
特

に
弱
い
も
の
に
は
目
を
配
り
た
い
」

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
▼

弱
い
者
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
今
、
き

れ
い
な
花
が
咲
き
誇
る
世
の
中
に
政

治
を
変
え
な
け
れ
ば
。

（
Ｓ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９９０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

地
球
温
暖
化
は
、
も

は
や
待
っ
た
な
し
の
段

階
で
す
。
市
内
で
活
動

し
て
い
る
「
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
す
す
め
る
会
」

の
佐
々
木
会
長
に
活
動

の
紹
介
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

我
孫
子
市
鳥
の
博
物
館

で
は
現
在
、
特
別
企
画
と

し
て
「
日
本
の
鳥
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
見
ら
れ
る
鳥
や

記
録
の
あ
る
鳥
は
、
現
在

６
８
１
種
で
す
。
博
物
館

で
は
鳥
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

日
本
産
鳥
類
全
種
の
は
く

製
標
本
の
収
蔵
を
目
標
に

資
料
の
収
集
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
展
示
は
、
こ
れ

ら
の
標
本
を
で
き
る
だ
け

多
く
展
示
し
て
、
む
か
し

手
賀
沼
で
も
み
ら
れ
た
こ

と
も
あ
る
現
在
は
特
別
天

然
記
念
物
の
ト
キ
や
コ
ウ

ノ
ト
リ
な
ど
、
北
か
ら
南

ま
で
多
様
な
日
本
の
鳥
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

６
月

28
日
（
日
）
ま

で
開
催
中
。

【
開
催
時
間
】
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時

30
分

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

【
入
館
料
】
一
般
３
０
０

円
、
大
学
・
高
校
生
２
０

０
円
、

70
歳
以
上
（
要

年
齢
が
証
明
で
き
る
も
の
）
・

中
学
生
以
下
・
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
（
含
介

護
者
１
名
）
は
無
料

（
緑

Ｓ
）

日本の鳥 我孫子市鳥の博物館特別企画

▼場所 葛飾柴又(小雨決行)

▼日時 ５月31日(日)10:10我孫子駅改

札前集合（10:17発各駅停車に乗車予定、

金町で京成に乗換、10:55柴又着下車）

▼見学 柴又帝釈天、寅さん記念館、

山本亭など（昼食は柴又周辺の店で）

▼15:00頃解散予定

主催 日本共産党我孫子南地域後援会

我孫子市の鳥オオバン

日帰り散策のお知らせ

自然エネルギーをすすめる

我孫子の会ホームページ

https://shizen-energy.org

ＱＲコードはこ

ちらから。→



フ
レ
ッ
シ
ュ
ひ
た
ち
は
増
備

を
続
け
、
２
０
１
０
年
12
月
の

ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
「
ス
ー
パ
ー

ひ
た
ち
」
が
上
り
15
本
・
下
り

16
本
、
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ひ
た
ち
」

が
上
り
18
本
・
下
り
22
本
と
、

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ひ
た
ち
」
が

「
ス
ー
パ
ー
ひ
た
ち
」
を
上
回

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
「
ス
ー

パ
ー
ひ
た
ち
」
の
車
両
で
運
転

す
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ひ
た
ち
」

も
登
場
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
JR
東
日
本
か
ら
常
磐

線
特
急
の
再
編
計
画
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
計
画
で
は
２
０
１

２
年
か
ら
新
型
車
両
を
投
入
し

て
、
春
と
秋
に
２
段
階
で
「
ス
ー

パ
ー
ひ
た
ち
」
（
６
５
１
系
）

を
全
て
置
き
換
え
る
ほ
か
、
い

わ
き
を
境
に
特
急
を
上
野
―
い

わ
き
・
い
わ
き
―
仙
台
に
分
離

し
て
、
い
わ
き
―
仙
台
間
に
は

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ひ
た
ち
」
（
６

５
３
系
）
の
車
両
で
新
た
な
特

急
を
新
設
。
そ
の
た
め
新
設
す

る
特
急
の
愛
称
を
公
募
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
が
、
こ
の
計

画
は
実
現
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
14
時

46
分
、
未
曾
有
の
巨
大
地
震
＝

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
地
震

の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・

０
と
我
が
国
観
測
史
上
最
大
の

地
震
と
な
り
ま
し
た
。

常
磐
線
は
地
震
そ
の
も
の
に

よ
る
被
害
に
加
え
て
、
沿
岸
部

で
の
津
波
被
害
、
さ
ら
に
原
発

事
故
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
、

路
線
の
１
０
０
㌔
以
上
を
、
長

期
間
に
わ
た
る
不
通
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
東
日

本
大
震
災
の
被
害
を
受
け
た
路

線
の
な
か
で
最
後
ま
で
不
通
区

間
が
残
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
福
島
第
一
原
発
20
㌔
圏

に
あ
た
る
広
野
―
磐
城
太
田
間

は
、
爆
発
事
故
直
後
に
立
入
禁

止
区
域
と
な
っ
て
立
ち
入
り
自

体
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、

津
波
で
流
失
し
た
車
両
・
駅
舎
・

橋
梁
・
高
架
橋
・
軌
道
な
ど
の

復
旧
に
長
い
時
間
（
完
全
復
旧

は
９
年
後
の
２
０
２
０
年
３
月

14
日
）
を
要
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

（
緑

竹
内
）
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63

印
旛
郡
栄
町
の
龍
角
寺
。
伝
説
に

よ
れ
ば
和
銅
二
年
（
７
０
９
年
）
、

天
か
ら
龍
女
が
来
駕
し
て
一
夜
の
う

ち
に
建
立
し
た
と
い
わ
れ
て
ま
す
。

昔
、
大
竜
の
怒
り
に
触
れ
た
小
竜

の
体
が
頭
・
腹
・
尾
の
三
つ
に
裂
か

れ
て
、
三
つ
の
体
が
落
ち
た
場
所
に

龍
角
寺
、
龍
腹
寺
（
印
西
）
、
龍
尾

寺
（
匝
瑳
）
と
そ
れ
ぞ
れ
寺
を
建
て

て
竜
の
身
体
を
納
め
ま
し
た
。
龍
角

寺
に
は
龍
の
角
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
尊
は
国
指
定
文
化
財
の
「
銅
造

薬
師
如
来
坐
像
」
で
７
世
紀
後
半
の

白
鳳
時
代
の
も
の
で
す
。

是
非
散
歩
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

成
田
線
安
食
駅
下
車

龍
角
寺
台

行
き
房
総
む
ら
下
車

徒
歩
10
分

４４

「新緑の頃」 若松・高橋祥子
脱線した貨物列車

今
回
は
取
手
駅
の
西
側
を
巡

り
ま
す
。

取
手
駅
西
口
は
歩
行
者
デ
ッ

キ
が
設
置
さ
れ
、
商
業
施
設
と

ビ
ル
が
立
ち
並
び
ま
す
。

ま
た
駅
西
口
か
ら
は
JR
水
戸

線
の
下
館
ま
で
「
関
東
鉄
道
常

し
も
だ
て

総
線
」
が
通
り
、
並
行
し
て
国

道
６
号
か
ら
分
岐
し
て
国
道
２

９
４
号
が
通
り
ま
す
。
こ
の
沿

線
に
は
「
取
手
競
輪
場
」
や

「
キ
ャ
ノ
ン
」
な
ど
の
工
場
が

あ
り
、
そ
の
先
に
「
取
手
市
役

所
」
が
あ
り
ま
す
。

デ
ッ
キ
を
降
り
西
に
向
か
い
、

国
道
６
号
を
渡
り
す
ぐ
先
の
小

道
を
南
に
入
る
と
「
愛
宕
神
社
」

あ
た
ご

で
す
。
大
鹿
村
の
旧
村
社
で
、

元
禄
15
年
（
１
７
０
２
）
創
立
。

祭
神
は
過
遇
突
知
命
。
右
に
社

か
ぐ
つ
ち
の
み
こ
と

殿
が
あ
り
、
左
に
第
87
番
地
蔵

堂
が
あ
り
ま
す
。
国
道
６
号
の

建
設
に
よ
り
、
国
道
の
西
側
に

移
転
し
て
い
ま
す
。

石
段
を
下
り
半
時
計
回
り
に

坂
を
下
り
、
東
に
進
み
利
根
大

橋
の
下
を
く
ぐ
り
ま
す
。

橋
に
沿
っ
て
土
手
を
上
が
る

と
、
河
川
敷
に
は
ゴ
ル
フ
の
打

ち
ぱ
な
し
場
が
あ
り
、
か
つ
て

青
山
か
ら
取
手
を
渡
っ
て
い
た

「
渡
船
場
」
が
あ
り
ま
し
た
。

戻
り
、
旧
水
戸
街
道
を
東
に

進
み
、
常
磐
線
の
ガ
ー
ド
を
く

ぐ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
末
期
の

『
利
根
川
図
誌
』
は
「
こ
の
里

は
、
昔
大
鹿
左
衛
門
某
が
住
み

し
砦
跡
な
り
と
ぞ
。
さ
て
は
麓

と
り
で

な
る
取
手
ノ
宿
は
、
そ
れ
に
因よ

れ
る
名
な
る
べ
し
」
と
書
い
て

い
ま
す
。

（
栄

関
口
）

参
考
文
献
「
新
四
国
相
馬
霊
場

八
十
八
カ
所
を
訪
ね
る
」

その９４

愛宕神社社殿第87番地蔵堂

利根大橋とゴルフ場常磐線ガード

取手駅西口歩行者デッキ

Ｎ
6号線

常磐線

取手駅利根川

関東鉄道常総線

★愛宕神社

利根大橋★

★ガード

旧水戸街道

294号線


